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碑商のな千米うれ出現象とだ協o3工ぞ′不飩ゎス壼家の1,富と把穆うぅ2とは大変夕黎ぞあ3。とのたわ准来
から多数ηttЙン報告があらが′∠小うの多くけ′均修地金中の鈴塵ノタ毛えを″象とι多̀ のどあ,ね。_t

ケ離の地珂L中のみ省ヒ朱→晨逐レれは/1と 次ごセ毬めるtttglタレ左右.れ そ, 2教 元′ラク先准を持フ=とが多4。

そのため′ζ従知矛五気の2クたノ3次π̀ 'なろ多a特徴を瑳夜っし鵠べ′その物 ソを提ふすろ3とが''と

略ゎれる:タロぁ御え薄イ七η復地盤2しZ滑状地盤と力ん′をあ中のィ雀a和浸盗流。綺隆2フ駿̀ '卜鶴べ′■象

の解朽琺と梶“うると哄に′具体̀ ガ到鍛へのたηレフいz多索と,このどある。

1 質験ガ弘および安疎推衆
麟々 者の薇鳩旧之図‐lに示ぅ。層ギ地雀ラデルに′幅/′οの′商せ"の′曖行う物のァクリル気2クπユ稽
内レフくう。さぁ二槽内に,上おら力多分方式卜b)雑 の々強ルの外駒七与えら。土糟の手浄「博2つのお}来パ
イプが教けられている。まにユ稽れ強1鶴卜櫃あ旬茅出口が置が蕉zι,3。

二相手多卜は常時微ヵ地下フト締があり′疼層がこの地千才市́ 髪うればす

ぐ「タレJ(バイラ% 3ヽ荒ム●ろ.夕験レntl仏澤ギセ食=デlレと図ラトカ知略

角 Lネ す。
EEデ |しお基本の卜ろっのタイフ

・
降今けられ′をホうと タィフLち サ

つ ′弓 ヒウ6.タ イプ‐1は2層 Eデ ルゼあ D′ 薇芳h流 出ログ5図 のょう 1

にハ′ら層鵜 勧か燿夕ιzι'3このごある。タィプー2け*平た5層毛 ・

デ|しぞあり中間層(C尾)千海約ιべ|しが場オ御斎』口じべしに等乙いこ

の′タィプーうlさ′タィ7牲2の中濯サ唇乞2フ | `冷難 とだ4層 子デ|しゼある:
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図-1 々 厳崚置裸略図

行λ仁をlムlζ::1ltl雪ti場各i[角嚇る[見予[III三]] |三Ξ三言] 圏
夕難び七発のラち′昂も層ボた金内の′ぞヒ和濠盗彙の特徴之 a)

あらわC Z ι13と危ルよる例乞示す。これ|きタイプ―′のしデ
lレぞあり′図‐2(a)中ハ′らな尾の家脅之え |́卜“ウ。えがら′多

局フい)と吉ャ層ぁあ方ヾy,′ロォ"ゼ盗■係なが,|をヽく′t嗜上昇φ騎が

大きιl主とがおゲ3.こラι},た綱み合せ孝イキ階―なの地盤じtざ

く見らネ3このともお1しる。塚]暑資中の承色だ能の写食̀叫乞9-う「子

う。〕ホbあ爾わ20●●/A■t与えた場合あえ準ギ従グあぅ。マムか

ら,主層(3嗜)申ぎけと,3ど =ぅ卜鬱が̀鈴直千方レ濠盗笏路がゼ
｀

をZ 1ヽろiとがわおる。■方′ この,夙銃 が下展(A層)との残昇ね
レつ1芝ぅ3と′境界う「冶,z荒ホz ιlぅ。こあ藩湯孝竹ざ餞′千

層中への矛食け生七ず′隣鞠りうべz義 界御上と通)′猿方角来上

ロヘえ水t。 この2と り′主普"曇がょり紳粒土ゼぎをZl)らメ顧ギ他

位のな ′雀 直「次ぇのな解朽け困難ざ′層朝 色のみ在之十冷ち
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図-2 堂磁「とた地豊じデ,レ

え-1 れ ゆ 年イキ01(タィフ・1)
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図も 史印ワ玖のう1




